
別紙２ 

令和５年度心のバリアフリー教育グッドプラクティス 応募資料 

 

学   校   名 千葉県立東金商業高等学校 

 

ア 全 校 児 童 生 徒 数 307名 （令和５年５月１日現在） 

イ 実 践 対 象 

（ 学 年 ・ 人 数 な ど ） 

❶ 第１学年（ 95名） … LHR 

❷ 第２学年（117名） … 夏季休業中等 

❸ 第３学年（ 95名） … 科目「課題研究」 

❹ 全学年 （307名） … 文化祭 

ウ 実 践 内 容 

（実施時期・概要など） 

※ 画 像 の 挿 入 可 

❶ 外部講師による福祉講演会への参加 

 令和５年10月24日（火） 第25回東金市社会福祉大会に参加 

 講師 株式会社 小国士朗事務所 代表取締役 小国 士朗 様 

 演題「注文をまちがえる料理店のこれまでとこれから」 

❷ ボランティア活動による社会貢献・福祉活動等への理解促進 

 令和５年７月から９月 

 東金市社会福祉協議会より頂いたボランティア受入一覧を掲

示する。ボランティア体験説明会を実施後，生徒たちの希望を募

り， 夏季休業中等にボランティア活動を実施する。実施後，感

想文指導を行い，ボランティア受入先に投函する。 

❸ 地域の伝統文化の理解および観光ツアーによる情報発信 

  科目「課題研究」にて海外の方に向けた観光プランを計画し， 

 ツアーを実施 

 令和５年４月 

  旅行業者と事前学習を行い，観光プランの計画を立てる。 

 令和５年６月６日（火） 

  城西国際大学観光学部と連携し，施設の下見・打合せの実施。 

 令和５年７月17日（月） 

城西国際大学の留学生15名を対象に第１回バスツアーの実施。 

 令和５年10月９日（月） 

 地元バス会社「九十九里鐵道株式会社」と連携し，第２回バス

ツアーを一般公募で実施。 

❹ 学校行事を通じた小学生との交流および協同活動 

 令和５年４月 

 文化祭にて「とうしょうキッズモール」を実施するために，各

模擬店で，小学生に行わせるお仕事の内容等の検討を行う。 

 令和５年７月 

 近隣の小学校４校に，実施要項を送付し，参加を募る。 

 令和５年９月30日（文化祭一般公開日） 

 本校内に設置した小学生向けハローワークで，体験する仕事を

選択させ，１単位30分の就業を実施させる。就業後に，賃金(仮

想通貨)を渡し，文化祭の各模擬店で使用してもらう。 
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エ 実 践 の 普 及 啓 発  

（ 地 域 等 と の 交 流 や 

 広 報 方 法 な ど ） 

❶ 講演会要項およびポスターの掲示・配付 

❷ 学校ホームページにボランティア活動の様子を掲載 

❸ バスツアー専用ホームページの作成，ポスターの掲示，SNS等 

❹ 実施要項の配付，学校ホームページに当日の様子を掲載 

※本校実施のミニ集会において，近隣の方々等を対象に❶から❹ 

 の取り組みについて，生徒によるポスターセッションを実施 

オ 実 践 成 果 

（児童生徒の変化など） 

❶ 認知症を患う方が，料理店を運営している内容の講演を伺うこ 

 とにより，他を思いやる心・ホスピタリティ等の，人間関係形成 

 能力の育成を図ることができた。 

❷ 東金市社会福祉協議会と連携し，様々な施設でボランティア活 

 動を行うことにより，社会貢献・福祉活動等への関心等の，将来 

 設計能力の育成を図ることができた。 

❸ 令和２年に，地元山武市が魅力度ランキング最下位タイとなっ 

 たことについて，地域と連携をとり，地域活性化について取り組 

 むことで，情報活用能力・意思決定能力の育成を図ることができ 

 た。 

❹ 小高連携事業により，高校生が小学生を指導することにより， 

 責任感とやりがいをもって行動し，コミュニケーション能力の向 

 上を図ることができた。また，小学生は体験学習により，働くこ 

 との楽しさ，喜び，そして大切さを学ぶことができた。 

カ 次 年 度 の 予 定 

（課題や改善策など） 

❶ 昨年度から今年度にかけて，東金市社会福祉協議会と連携し講 

 演会を実施した。次年度についても，人間関係形成能力の育成を 

 図ることのできる内容を検討する。（以前は，ボッチャ体験会を 

 実施していた。） 

❷ 今年度から始めたボランティア活動は，生徒にとってとても唯 

 意義なものになったが，夏季休業中等に様々な施設で活動を行う 

 ため，学年職員だけでなく，全職員でサポートできる体制を構築 

 する。 

❸ バスツアーを実施することで，山武市役所や地元企業（大髙醬 

 油株式会社・守屋酒造株式会社・有野実産業株式会社・よもぎ館 

 等）との関わりのなかで，様々な経験をすることができた。バス 

 ツアーを実施するための資格の問題については，地元バス会社と 

 連携することで解消できたが，バスツアーの広告については検討 

 する必要がある。 

❹ コロナ禍により，令和元年以降実施することができなかった取 

 り組みであったが，連携する小学校を４校とした効果もあり，約 

 60名の参加者が集った。次年度も，参加者が満足できる就業体 

 験内容を企画する。 

キ 添 付 資 料 

（広報資料・Web記事など） 

❶ ポスター（９月～10月校内掲示） 

❷ 学校ホームページ（令和５年９月１日投稿） 

❸ 千葉日報 （令和５年７月18日掲載） 

  千葉日報 （令和５年10月12日掲載） 

  千葉テレビ（令和５年11月７日放送） 

❹ 学校ホームページ（令和５年９月30日投稿） 

※Ａ４サイズ２ページ以内に調整すること。 


